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じ
　
め
　
に

良
寛
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
七
十
四
歳
で
遷
化
し
た
が
、
文
化
十
年

（
一
八
二
二
）
前
後
か
ら
、
す
で
に
彼
の
周
辺
で
は
良
寛
詩
集
刊
行
の
企
て
が

あ
り
、
良
寛
自
撰
の
詩
集
稿
本
を
元
と
し
た
、
他
撰
の
良
寛
詩
集
が
い
く
つ
か

成
っ
た
。
結
局
ど
れ
も
刊
行
に
は
及
ば
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
二
種

（1）

の
詩
集
が
次
々
に
筆
写
さ
れ
て
流
布
し
て
い
っ
た
。

こ
の
二
種
の
流
布
本
、
鈴
木
本
「
草
堂
集
」
と
草
庵
本
（
い
わ
ゆ
る
「
草
庵

集
」
）
は
、
排
列
こ
そ
全
く
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
所
収
作
品
の
多
く
が
共
通
し
、

（2）

そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
も
殆
ど
同
一
で
あ
る
と
い
え
る
。
前
稿
で
は
、
こ
の
流
布

本
系
テ
キ
ス
ト
を
、
現
存
す
る
自
筆
稿
本
諸
本
と
比
較
検
討
し
た
結
果
、
最
も

推
敲
の
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
流
布

本
系
テ
キ
ス
ト
は
良
寛
詩
の
解
釈
や
評
価
の
上
で
最
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
テ
キ

ス
ト
の
一
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
流
布
本
の
底
本
た
る
自
筆
稿
本
そ
の
も
の
が
、
今
も
な
お

伝
存
不
明
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
本
・
草
庵
本
の
伝
え
る
テ
キ
ス

ト
は
、
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
と
し
て
も
、
細
か
く
見
れ
ば
異
同
が
存
す
る
。

二
系
統
の
流
布
本
の
う
ち
、
良
寛
自
筆
稿
本
の
テ
キ
ス
ト
を
よ
り
忠
実
に
伝
え

る
、
信
頼
度
の
高
い
テ
キ
ス
ト
は
ど
れ
な
の
だ
ろ
う
か
。

従
来
、
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
は
鈴
木
本
の
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ

ぅ
な
事
情
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
編
者
で
あ
る
桐
軒
・
文
台
ら
が
、
良
寛
と

親
交
の
あ
っ
た
人
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
対
し
て
草
庵
本
の
編
者

に
つ
い
て
は
殆
ど
未
詳
で
あ
る
。
次
に
鈴
木
木
が
自
筆
詩
集
稿
本
と
同
じ
「
草

堂
集
」
と
い
う
題
を
冠
し
て
い
る
た
め
に
、
注
目
度
が
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
。
草
庵
本
の
方
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
伝
本
に
よ
っ
て
題
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
更
に
、
東
郷
豊
治
氏
は
、
「
草
庵
集
」
　
（
草
庵
本
）
に
つ
い
て
「
誤
写
や

（3）

誤
字
が
著
し
く
目
に
つ
く
」
と
し
、
鈴
木
本
の
テ
キ
ス
ト
を
定
稿
、
草
庵
本
の

そ
れ
は
未
定
稿
と
位
置
づ
け
、
鈴
木
本
を
信
頼
し
た
上
で
、
こ
れ
を
全
集
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
こ
こ
に
草
庵
本
の
位
置
づ
け
は
ほ
ぼ
決
定
的
と

な
っ
た
。
以
後
、
「
草
庵
集
」
な
る
一
系
列
の
伝
本
は
殆
ど
蹄
み
ら
れ
る
こ
と

も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
改
め
て
、
こ
の
二
種
の
流
布
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の

従
来
の
位
置
づ
け
に
は
疑
問
が
持
た
れ
て
く
る
。
草
庵
本
の
テ
キ
ス
ト
は
果
し

て
従
来
説
の
如
く
、
鈴
木
本
に
比
し
て
信
頼
度
の
低
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
草
庵
本
伝
本
の
再
検
討



東
郷
氏
は
い
わ
ゆ
る
「
草
庵
集
」
の
伝
本
と
し
て
、
『
良
寛
法
師
草
庵
集
』

（
相
馬
御
風
旧
蔵
）
と
、
『
良
寛
師
草
庵
集
』
　
（
関
西
某
氏
蔵
）
の
二
木
を
挙

げ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
「
草
庵
集
」
と
題
す
る
伝
本
に
は
、
文
政
五
年
小
池

世
貞
写
と
見
ら
れ
る
『
草
庵
集
』
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
現
所
在
未
詳
で
あ

る
。し
か
し
な
が
ら
、
他
筆
の
写
本
に
よ
っ
て
伝
わ
る
良
寛
詩
柴
は
、
鈴
木
桐
軒

ら
の
編
ん
だ
『
草
堂
集
』
と
、
こ
れ
ら
『
草
庵
集
』
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
「
草

堂
集
」
で
も
な
く
「
草
庵
集
」
で
も
な
い
題
の
写
本
が
い
く
つ
も
伝
わ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
「
良
寛
禅
師
詩
集
」
「
良
寛
尊
者
詩
集
」
な
ど
と
様

々
な
垣
か
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
一
見
別
々
に
編
ま
れ
た
詩
集
の
如
く
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
様
々
の
題
を
冠
し
た
詩
集
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、

そ
れ
ら
の
内
容
は
殆
ど
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
更
に
、
こ
れ
ら
は
、
「
草
庵
集
」

と
名
付
け
ら
れ
た
詩
集
と
、
実
は
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
従
っ

て
、
良
寛
詩
集
の
写
本
に
よ
る
流
布
本
は
、
従
来
の
説
通
り
、
大
き
く
二
系
統

に
分
か
た
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
下
さ
れ
て
い
た
、
い

わ
ゆ
る
「
草
庵
集
」
に
対
す
る
評
価
・
位
置
づ
け
は
、
「
草
庵
集
」
と
は
題
さ
れ

て
い
な
い
右
の
如
き
諾
伝
本
を
加
え
た
上
で
、
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
草
庵
集
」
と
同
一
の
内
容

を
も
つ
諾
伝
本
を
〝
草
庵
本
″
、
そ
れ
に
対
し
、
鈴
木
桐
軒
ら
に
よ
っ
て
編
ま
れ

た
「
草
堂
集
」
の
系
統
に
屈
す
る
諸
伝
本
を
〝
鈴
木
本
″
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、

（1）

以
下
、
検
討
し
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

こ
こ
で
、
現
段
階
で
知
り
得
た
草
庵
本
系
の
伝
本
を
筆
写
年
次
の
古
い
憶
に

掲
げ
る
。

1
『
良
寛
禅
師
詩
集
（
内
題
・
尾
題
）
』
＜
巻
町
本
＞
　
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町

郷
土
資
料
館
蔵
。
桐
原
居
士
写
。
一
七
九
首
収
載
。
　
薔
本
書
の
正
確
な
筆

写
時
相
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
草
庵
木
祖
木
の
姿
を
最
も
よ
く
と
ど
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
詳
述
。

2
『
草
庵
集
（
打
付
外
題
）
』
＜
小
池
本
＞
　
現
所
在
未
詳
。
文
政
五
年
一
月
、

小
池
世
貞
（
推
定
）
写
。
（
5
）

3
『
沙
門
良
寛
師
詩
葉
（
題
餃
）
良
寛
尊
者
詩
集
（
内
題
）
』
＜
阿
部
木
＞
　
新

潟
県
西
鵜
原
郡
分
水
町
　
阿
部
家
蔵
。
文
政
七
年
七
月
写
二
七
九
首
収
載
。

O
「
文
政
岬
申
初
秋
　
北
越
渡
部
郷
　
藤
原
主
人
写
之
　
米
華
閑
人
」

4
『
良
寛
尊
者
詩
集
（
打
付
外
題
・
内
題
）
』
＜
三
原
本
＞
　
東
京
都
港
区
　
三

康
図
書
館
蔵
。
天
保
四
年
十
月
、
屯
倉
氏
写
。
O
「
惟
時
天
保
四
輿
巳
歳
冬

十
月
写
之
　
亀
倉
氏
蔵
書
」

5
『
良
寛
法
師
川
庵
詩
集
（
内
題
）
』
＜
糸
魚
川
本
＞
　
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資

料
館
蔵
（
相
馬
御
風
旧
蔵
）
。
嘉
永
二
年
七
月
写
。
一
八
二
首
（
三
首
追
捕
）

収
載
。
O
「
嘉
永
酉
七
月
写
之
臼
田
臼
田
（
塗
抹
）
」

6
『
良
先
師
草
庵
集
』
関
西
某
氏
蔵
。
安
政
三
年
二
月
写
。
　
＊
東
郷
『
良
寛

全
集
　
下
』
に
よ
る
。

7
『
良
寛
尊
者
詩
集
（
打
付
外
題
・
内
題
）
良
寛
禅
師
詩
集
（
尾
題
）
』
＜
牧
江

本
＞
　
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
。
慶
応
二
年
二
月
、
牧
江
臍
斎
（
推

定
）
写
。
一
七
九
首
収
載
。
O
「
慶
応
二
丙
寅
仲
春
昼
日
写
功
　
松
醸
館
牧



江
氏
蔵
雷
」
＊
牧
江
婿
斉
は
阿
部
定
珍
の
九
男
。

8
『
良
寛
子
詩
集
（
題
斧
）
良
寛
詩
集
（
内
題
）
』
　
国
立
国
会
図
書
館
（
輪
池

叢
書
）
蔵
。
明
治
四
年
二
月
写
。
一
七
〇
首
収
載
。
O
「
香
雨
書
見
珍
蔵
」

「
（
奥
書
四
行
　
略
す
。
）
　
明
治
四
年
き
さ
ら
き
こ
十
ま
り
四
日
」

9
『
良
冤
上
人
詩
集
（
遺
失
〇
良
寛
尊
者
詩
集
（
内
題
）
』
＜
幸
田
本
＞
渡
辺

秀
英
氏
蔵
（
幸
田
家
旧
蔵
）
。
筆
写
時
期
・
筆
写
者
未
詳
。
二
〇
一
首
収
載
。

1
0
『
良
寛
詩
抄
（
題
意
）
良
寛
吟
詠
集
（
内
題
）
』
　
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料

館
蔵
。
筆
写
時
期
・
筆
写
者
未
詳
。
一
四
六
首
収
載
。
＊
本
書
は
抄
出
本
。

詩
集
題
は
一
伝
本
内
に
於
い
て
す
ら
統
一
を
欠
く
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な

り
の
揺
れ
を
室
し
て
い
る
が
、
概
ね
「
草
庵
集
」
　
「
良
寛
禅
師
詩
集
」
　
「
良
寛

尊
者
詩
集
」
の
三
つ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
が
如
何
な
る
関
係

に
な
っ
て
い
る
か
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

二
　
草
庵
本
の
成
立

現
存
の
草
庵
本
諸
伝
本
の
中
で
、
最
も
古
い
年
次
の
記
載
が
見
ら
れ
る
巻
町

本
『
良
寛
禅
師
詩
集
』
に
、
草
庵
本
成
立
の
事
情
を
伝
え
る
注
意
す
べ
き
記
述

が
あ
る
。
ま
ず
、
巻
頭
に
「
良
寛
禅
師
詩
集
」
と
題
し
、
直
ち
に
詩
集
本
文
が
始
ま
る

が
、
そ
の
巻
頭
題
の
次
の
行
に
「
高
岡
亭
　
翠
柳
輯
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
巻

末
、
最
終
丁
ウ
ラ
に
は
、

（
詩
二
行
、
略
す
）

総
計
一
百
八
十
二
首

文
化
十
二
乙
亥
梅
月
日
書
之

良
寛
禅
師
詩
集
終

の
如
く
書
か
れ
、
裏
表
紙
見
返
し
に
、

良
寛
詩

詩
集
良
寛
禅
師
之
秀
逸
撰
集
隠
而

不
知
人
巻
之
隠
蜜
放
之
弥
六
合
意
味
乎

後
覧
者
仰
評

而
巳
　
　
　
善
哉
舎
桐
原
居
士
写
之

逐
加
（
詩
一
首
、
二
行
。
良
寛
の
作
か
ど
う
か
未
詳
。
略
す
。
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
文
化
十
二
乙
亥
梅
月
日
書
之
」
と
い
う
日
付
は
、
詩
集

本
文
の
終
わ
り
を
示
す
「
良
寛
禅
師
詩
集
終
」
よ
り
も
前
、
つ
ま
り
詩
集
本
文

中
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
日
付
は
、
桐
原
居
士
が
木
書
巻
町
木
を
筆
写
し
た

時
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
高
岡
亭
翠
柳
」
な
る
人
が
本
書
の
祖
本
を
「
輯
」

し
終
っ
た
時
を
指
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
記
述
は
、
現
存
諸
伝
本
中
、
巻
町
木
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
本
書
が
草
庵
木
祖
本
の
姿
を
最
も
よ
く
と
ど
め
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
所

（6）

以
で
あ
る
。

（7）

編
者
、
高
岡
亭
翠
柳
の
伝
記
的
事
実
は
、
現
時
点
で
は
未
詳
で
あ
る
。



三
　
草
庵
本
の
構
成
・
内
容

草
庵
本
に
は
い
ず
れ
も
、
編
者
に
よ
る
序
・
按
等
は
な
い
。
左
に
示
す
如
く
、

詩
集
本
文
は
二
部
に
分
か
た
れ
、
各
々

「
古
詩
」
　
「
雑
詩
」
と
総
題
さ
れ
て
い

る
。
「
古
詩
」
の
部
ほ
題
辞
を
有

す
る
五
言
七
言
の
詩
篇
を
七
十
一

首
、
「
雑
詩
」
の
部
は
題
辞
の
無
い

五
言
の
詩
篇
を
百
八
首
収
め
る
。

（
つ
ま
り
七
言
詩
に
は
総
て
何
ら

か
の
昭
か
付
さ
れ
て
い
る
。
）
併
せ

て
全
百
七
十
九
首
を
収
め
る
。
こ

の
所
収
作
品
の
大
部
分
（
古
詩
の

部
7
1
首
の
う
ち
の
5
5
首
、
雑
詩
の

「
古
詩
」

1
　
円
通
尊

い
　
　
　
（
五
・
七
言
の
有
題
詩
）

7

1

　

有

感

「
雑
詩
」

7
2
　
我
有
一
張
琴

「
　
　
　
（
五
言
の
無
題
詩
）

間
　
執
謂
我
詩
詩

部
1
0
甘
首
の
う
ち
の
9
2
首
）
は
『
草
堂
詩
集
』
と
共
通
す
る
。
な
お
、
巻
町
本
・

阿
部
本
は
、
巻
末
に
「
総
計
一
百
八
十
二
首
」
と
記
し
て
い
る
が
、
実
際
は
や

は
り
百
七
十
九
首
し
か
な
い
。

（8）

の
ち
に
増
補
本
も
作
ら
れ
て
い
る
。
三
康
本
・
幸
田
本
・
関
西
某
氏
蔵
本
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
文
化
十
二
年
に
草
庵
本
の
祖
本
が
成
っ
た
の
ち
の

新
作
を
含
む
約
二
十
首
を
巻
末
に
付
け
足
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
有
題
詩
と
無
題
詩
（
雑
詩
）
と
の
二
部
構
成
を
と
り
、
し
か

も
雑
詩
の
部
は
五
言
の
詩
篇
で
統
一
す
る
と
い
う
編
集
方
法
は
、
良
寛
自
撰
詩

集
『
草
堂
詩
集
』
の
編
集
方
式
と
同
じ
く
、
ま
た
有
題
詩
の
部
が
「
円
通
寺
」

と
題
す
る
詩
に
始
ま
る
点
、
雑
詩
の
部
が
「
我
有
一
張
琴
」
詩
に
始
ま
り
「
誰

謂
我
詩
詩
」
詩
に
終
わ
る
点
も
『
草
堂
詩
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構

成
の
顕
著
な
符
合
は
、
草
庵
本
が
良
寛
自
撰
詩
集
の
一
つ
を
底
本
に
用
い
て
編

ま
れ
た
こ
と
を
明
白
に
す
る
。
但
し
、
草
庵
本
の
雑
詩
の
部
は
詩
句
数
別
（
十

句
以
上
・
八
句
・
六
句
・
四
句
）
に
作
品
を
低
め
て
排
列
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
排
列
法
は
艮
究
自
筆
稿
本
に
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
企
図
し
た
跡
も
認
め
ら

（9〕

れ
な
い
。
従
っ
て
草
庵
本
は
良
寛
自
撰
詩
集
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
の
で
は

な
く
、
そ
の
構
成
に
は
編
者
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
草
庵
本
の
伝
本
に
は
い
ず
れ
も
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
仮
名
）
が
施

さ
れ
て
い
る
。
伝
本
に
よ
っ
て
若
干
の
精
粗
の
差
は
あ
る
が
、
殆
ど
同
じ
訓
み

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祖
木
に
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
写
本
作
成
の
際
、

と
も
ど
も
伝
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
鈴
木
本
の
成
立
と
伝
本

鈴
木
本
は
、
越
後
国
粟
生
津
村
（
現
西
蒲
原
郡
）
に
住
み
、
良
寛
と
親
交
深

か
っ
た
、
鈴
木
桐
軒
・
文
台
の
兄
弟
及
び
桐
軒
の
子
順
事
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ

（10）

た
良
寛
詩
集
で
あ
り
、
「
草
堂
集
」
の
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

伝
本
は
、
①
東
郷
豊
治
氏
旧
蔵
本
（
安
政
五
年
　
北
越
大
曲
村
拝
信
賢
写
）
、

⑧
国
立
国
会
図
書
館
（
鵠
軒
文
庫
）
蔵
本
（
題
簑
「
良
寛
詩
集
　
草
堂
集
」
筆

l
〓
）

写
年
次
等
不
明
）
、
⑨
鈴
木
宗
久
氏
旧
蔵
本
（
筆
写
年
次
等
不
明
）
、
④
長
谷
川

（12）

良
平
氏
蔵
本
（
長
谷
川
氏
写
。
筆
写
年
次
不
明
）
等
が
あ
る
、
こ
の
う
ち
、
東
郷

本
と
鈴
木
宗
久
本
の
二
本
に
つ
い
て
は
、
東
郷
本
は
東
郷
豊
治
編
著
『
良
寛
全

集
』
に
、
鈴
木
宗
久
木
は
西
郡
久
吾
編
述
『
北
机
偉
人
沙
門
良
寛
全
伝
』
に
そ
れ

ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
そ
の
ま
ま
の
翻
刻
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

編
者
の
改
変
や
誤
植
も
含
ま
れ
て
い
る
点
、
注
意
を
要
す
る
。

こ
れ
ら
の
伝
本
は
皆
、
文
化
十
三
年
に
文
台
が
撰
し
た
序
を
有
す
る
が
、
こ

の
う
ち
長
谷
川
氏
蔵
本
の
み
が
他
と
収
録
作
晶
数
・
排
列
な
ど
、
体
裁
を
異
に

し
て
い
る
。
従
来
流
布
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
長
谷
川
氏
蔵
本
以
外
の
休



裁
の
方
で
あ
る
。
両
者
を
絞
ペ
見
る
と
、
以
下
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
鈴
木
木

は
、
長
谷
川
氏
蔵
本
に
見
る
形
に
一
旦
編
ま
れ
、
そ
の
増
補
改
訂
版
が
流
布
本

と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
長
谷
川
氏
蔵
本
を
第
一
次
鈴
木
本
、

流
布
し
た
形
態
の
も
の
を
第
二
次
鈴
木
本
と
仮
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

五
　
鈴
木
本
の
構
成
・
内
容

第
一
次
鈴
木
本
の
構
成
（
長
谷
川
蔵
氏
本
）

＊
1
国
会
本
は
、

憬
2
傍
点
部
ほ
、

伝
に
依
る
）

文
台
序
の
前
に
蒲
生
重
芳
按
の

東
郷
本
（
東
郷
全
集
に
依
る
）

の
記
述
に
よ
り
、
仮
に
補
っ
た
。
「
良
寛
伝
」
を
付
す
。

・
鈴
木
宗
久
本
（
西
郡
全

各
部
の
題
な
ど

首
収
詩
篇
の
種
採
・
数

「
草
堂
集
序
莞
葵
鈴
木
弘
（
文
台
）
撰
」

（
末
尾
に
「
文
化
丙
子
（
十
三
年
）
六
月
」
）

「
付
言
」
（
末
尾
に
「
鈴
木
隆
造
（
桐
軒
）
識
」

「
草
堂
集
巻
之
上
／
北
越
良
寛
禅
師
昧
」

「
草
堂
集
巻
之
下
／
北
越
良
寛
禅
師
啄
」

「
雑
詩
」
と
総
題
。

「
草
堂
集
付
録

／
北
越
良
寛
禅
師
蛛
　
鈴
木
隆
造
校
」

五
言
七
言
有
題
詩
5
1
首

五
言
無
題
詩
9
3
首

五
言
七
言
有
題
詩
1
7
首

五
言
七
言
無
題
詩
1
7
首

収
録
作
品
総
数

第
二
次
鈴
木
本
の
構
成
（
国
会
本
）

・
「
草
堂
集
序
」
　
＊
1

（
末
尾
に
「
文
化
十
三
歳
次
丙
子
。

・
「
草
堂
集
巻
上

／
北
越
良
寛
禅
師
啄

鈴
木
嘉
校
」

＊

　

2

五
言
七
言
有
題
詩

（
含
無
題
詩
）
　
叩
首

及
び
「
請
受
食
文
」
と

題
す
る
文
意
一
篇

＊
3
巻
上
の
1
0
0
と
巻
下
の
1
0
9
は
、
同
作
品
の
異
テ
キ
ス
ト
と
み
る
べ
き
で
あ

る
が
、
今
は
各
々
一
首
と
し
て
数
え
て
お
く
。
ま
た
、
文
苛
は
収
録
作

品
総
数
に
入
れ
て
い
な
い
。

第
一
次
鈴
木
本
は
、
型
一
次
鈴
木
本
に
所
収
の
良
寛
晩
年
の
作
晶
を
収
録
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
序
が
書
か
れ
た
文
化
十
三
年
頃
に
成
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
付
言
や
付
録
に
見
ら
れ
る
隆
造
（
桐
軒
）
の
署
名
か
ら
、
主
た
る
編

者
は
桐
軒
と
推
測
さ
れ
る
。
上
巻
に
五
・
七
言
の
有
題
詩
、
下
巻
に
五
言
の
雑

詩
を
収
め
る
。
こ
れ
は
良
先
日
挟
詩
集
と
同
じ
構
成
で
あ
る
。
付
言
の
第
一
に

「
今
従
二
禅
師
之
稿
本
】
。
而
不
二
敢
改
準
。
且
一
首
不
レ
漏
。
為
監
八
二
其
全
も
。

（
第
一
項
　
返
り
点
マ
マ
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
良
寛
自
筆

稿
本
が
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
但
し
、
詩
篇
の
排
列

は
、
自
撰
詩
集
と
は
異
な
る
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
鈴
木
本
の
付
録

は
、
付
言
に
「
稿
本
中
塗
抹
所
レ
不
レ
取
之
三
十
首
。
是
為
二
付
録
－
彼
亦
自
レ
ロ
此

亦
自
レ
ロ
。
豊
土
董
視
レ
之
乎
。
以
レ
余
見
レ
之
。
其
格
其
調
。
末
≡
必
隆
二
於
本
集
所
□

載
。
然
為
三
共
非
l
恕
師
之
志
l
為
二
付
録
】
。
（
第
二
項
）
」
と
あ
り
、
底
本
の
塗
抹

詩
篇
を
抽
出
し
、
趨
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
次
鈴
木
本
は
、
第
一
次
鈴
木
本
を
基
本
的
に
は
踏
塾
し
な
が
ら
、
次
の



よ
う
に
再
編
集
し
て
い
る
。
巻
上
・
下
の
構
成
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
第
一

次
鈴
木
本
で
は
付
録
と
し
て
一
旦
別
に
し
た
三
十
首
を
、
第
二
次
鈴
木
本
で
は
、

有
題
詩
、
雑
詩
の
別
に
、
第
一
次
鈴
木
本
の
本
島
に
そ
の
ま
ま
継
ぎ
足
し
て
い

る
。
ま
た
、
第
一
次
鈴
木
本
の
付
言
に
「
禅
師
之
詩
。
不
r
尽
二
千
此
－
。
有
こ
酬
レ

愚
之
詩
二
首
一
。
右
下
酬
こ
弟
弘
】
之
詩
二
首
㌔
　
其
他
或
与
レ
人
戎
答
レ
人
等
。
皆

即
席
走
レ
筆
之
作
則
不
レ
録
。
故
愚
亦
不
レ
入
也
。
後
来
吟
味
。
待
二
積
若
干
】
。
而

再
上
レ
梓
則
。
半
言
一
句
皆
採
レ
之
。
以
亦
為
こ
付
録
】
。
（
第
五
項
）
」
と
あ
る
と
お

り
、
鈴
木
氏
や
解
良
氏
へ
の
贈
答
詩
や
、
明
ら
か
に
第
一
次
鈴
木
本
成
立
以
後

の
作
と
知
ら
れ
る
晩
年
の
作
品
等
が
、
第
二
次
鈴
木
本
に
は
増
補
収
録
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
付
録
と
せ
ず
、
上
・
下
の
各
巻
に
ま
と
め
て
挿
入
す

る
形
で
、
組
み
込
ん
で
い
る
。
こ
の
結
果
、
雑
詩
の
部
に
も
有
題
詩
が
混
じ
る

な
ど
、
第
一
次
鈴
木
木
に
比
べ
、
構
成
上
統
一
を
欠
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

序
は
文
化
十
三
年
に
文
台
が
書
い
た
も
の
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。

第
二
次
鈴
木
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
伝
本
に
ほ
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
嘉
永
二
年
乙
酉
五
月
」
の
日
付
の
あ
る
、
「
良
寛
禅
師
草
堂
集
並
付
言
」
と

題
す
る
文
台
の
序
が
、
草
稿
と
し
て
現
存
し
て
お
り
（
『
長
書
館
草
稿
』
所
収
）
、

こ
の
新
た
な
序
と
付
言
が
文
台
に
よ
っ
て
革
さ
れ
た
頃
に
、
第
二
次
鈴
木
木
が

完
成
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
但
し
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
、
こ

の
新
た
な
序
と
付
言
ほ
、
流
布
本
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
次
鈴
木
本
の
編
集
に
は
桐
軒
の
息
順
亭
（
嘉
）
の
参
画
が
明
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
文
台
の
働
き
に
与
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
国
会
本
に
は
、
本
行
の
字
句
の
鯵
に
、
共
テ
キ
ス
ト
の
表
記
が
な
さ

（13）

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
鈴
木
文
台
の
　
「
良
寛
禅
師
草
堂
集
序
並
附
言
　
嘉
永

二
年
乙
酉
五
月
」
　
中
の
次
の
粂
　
「
一
師
詩
不
尽
干
此
、
此
特
取
其
手
稿
、

（
略
）
」
「
一
稿
中
間
有
田
〓
一
字
、
又
有
塗
抹
一
両
句
者
、
今
皆
収
之
、
」

と
あ
る
の
に
相
当
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
併
記
中
、
「
文
台
日
比
詩
必
有
誤

脱
」
と
い
っ
た
注
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
こ
れ
ら
が
編
集
者
ら
に
よ
っ
て
付

さ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
無
論
、
こ
の
併
記
の
異
テ
キ
ス
ト
が
、
そ
の
ま

ま
、
底
本
た
る
良
寛
自
筆
稿
本
に
お
け
る
推
敲
の
為
の
書
き
込
み
字
句
に
一
致

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
第
一
次
鈴
木
木
の
テ
ス
キ
ト
が
、
す
で
に
編

者
に
よ
る
字
句
の
取
捨
選
択
を
経
て
お
り
、
第
二
次
鈴
木
本
の
テ
キ
ス
ト
（
本

行
）
は
、
そ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

六
　
草
庵
本
・
鈴
木
本
の
テ
キ
ス
ト
比
較

草
庵
木
と
鈴
木
本
と
の
対
校
作
業
の
結
果
を
示
し
た
の
が
表
一
（
八
・
九
六

に
掲
げ
る
）
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
於
い
て
、
既
に
伝
本
問
の
異

同
が
存
す
る
。
そ
の
う
ち
、
誤
写
に
起
因
す
る
大
部
分
の
異
同
は
、
予
め
各
系

統
内
に
於
い
て
正
し
た
上
で
、
両
系
統
を
対
校
し
た
。
ま
た
、
各
系
統
に
於
い

て
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
の
判
断
が
困
難
な
箇
所
は
、
表
一
か
ら
省
い
て
い
る
。

東
郷
氏
に
よ
れ
ば
、
草
庵
本
と
鈴
木
本
と
は
底
本
を
興
に
し
て
お
り
、
草
庵

本
は
い
ま
だ
推
敲
途
上
の
テ
キ
ス
ト
、
鈴
木
本
は
定
稿
と
い
う
べ
き
テ
キ
ス
ト

を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
今
、
草
庵
木
・
鈴
木
本
を
校
合
し
て
み

る
と
、
東
郷
説
か
ら
想
起
さ
れ
る
ほ
ど
異
同
箇
所
は
多
く
な
い
。
実
質
的
な
違

い
は
極
め
て
小
さ
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
但
し
、
伝
本
に
よ
っ
て
は
、
誤
写

が
甚
だ
し
い
も
の
、
或
い
は
筆
写
者
の
改
欝
の
あ
と
が
著
し
い
も
の
も
あ
る
。

東
郷
氏
属
目
の
『
良
寛
法
師
草
庵
集
』
＜
糸
魚
川
本
＞
は
前
者
に
当
た
り
、
東

郷
氏
説
は
こ
れ
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
伝
本
の
不
正

確
さ
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
草
庵
本
の
位
置
づ
け
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。



今
、
試
み
に
、
草
庵
本
・
鈴
木
本
間
の
異
同
箇
所
を
さ
ら
に
、
現
存
の
自
筆

話
稿
本
と
対
校
し
て
み
た
（
表
一
下
半
部
に
掲
げ
る
）
。
そ
の
結
果
、
決
の
こ
と

が
判
明
し
た
。
即
ち
、
両
系
統
問
の
異
同
字
句
の
う
ち
、
草
庵
本
の
ほ
う
が
現

存
自
筆
諾
稿
本
と
原
著
な
一
致
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
の
割
合
は
、
全
異
同
字

句
の
五
割
を
超
え
る
。
次
に
そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
。

・
庵
1
0
8
－
鈴
m
及
び
庵
1
2
0
－
鈴
日
の
二
詩
篇
に
つ
い
て
、
草
庵
木
で
は
「
重

楊
」
に
つ
く
る
と
こ
ろ
を
鈴
木
本
で
は
「
翠
瘍
」
に
つ
く
る
。
こ
の
箇
所
は
自

筆
稿
本
で
は
、
全
て
「
重
松
」
ま
た
は
「
垂
柳
」
に
つ
く
り
、
「
翠
」
字
が
使

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
念
の
た
め
、
自
筆
稿
本
中
の
そ
の
他
の
詩
篇
に
つ
い
て

「
楊
・
柳
」
字
を
検
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
形
容
に
「
翠
」
で
は
な
く
「
垂
」
字

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
一
貫
し
て
い
る
。

・
庵
1
2
7
－
鈴
1
3
2
の
第
六
句
は
自
筆
諸
稿
本
・
草
庵
本
と
も
に
「
脱
水
乾
」
と

す
る
が
、
鈴
木
本
の
み
「
氷
」
で
は
な
く
「
水
」
と
し
て
い
る
。
厳
寒
の
独
宿

の
夜
を
詠
ん
だ
こ
の
詩
の
内
容
か
ら
し
て
、
「
氷
」
か
ら
「
水
」
へ
推
敲
さ
れ

る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

・
庵
Ⅲ
－
鈴
日
の
第
八
句
は
自
筆
諸
稿
本
・
草
庵
本
と
も
に
「
売
被
恕
十
趨
」

と
す
る
が
、
鈴
木
本
の
み
字
順
が
異
な
り
、
「
売
披
十
怨
揖
」
と
す
る
。
「
責

に
十
踵
に
趨
は
る
」
と
訓
む
べ
き
と
こ
ろ
で
、
文
法
上
は
後
者
の
語
順
の
ほ
う

が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
良
究
自
身
は
「
践
十
紐
」
で
一
貫
し
て

い
た
と
見
ら
れ
る
。

・
庵
1
0
9
－
1
9
5
の
第
八
句
「
碁
看
杜
陵
花
」
、
自
筆
稿
本
は
四
本
と
も
「
河
陽
」

と
し
、
最
後
の
『
草
堂
詩
集
』
天
巻
に
お
い
て
「
杜
陵
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

草
庵
本
は
同
じ
く
「
杜
陵
」
と
す
る
が
、
鈴
木
本
は
「
杜
陽
」
と
し
て
い
る
。

花
に
関
わ
る
地
名
と
し
て
、
こ
こ
は
「
河
陽
」
か
「
杜
陵
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
「
杜
陽
」
で
は
意
味
が
な
い
。

・
庵
1
0
0
－
鈴
1
5
1
の
第
八
句
、
天
巻
で
「
支
那
1
神
色
1
其
丹
」
と
別
案
が
書

か
れ
「
和
也
」
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
部
分
、
草
庵
木
は
初
案
と
同
じ
く
「
支
那
」

で
あ
る
が
、
鈴
木
本
は
「
真
檀
」
　
（
香
木
の
名
）
と
し
て
い
る
。
こ
こ
は
国
名

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
鈴
木
本
は
意
味
を
な
さ
な
い
。

・
庵
8
4
－
鈴
川
3
の
第
二
句
、
自
筆
諸
稿
本
・
草
庵
本
と
も
皆
「
出
世
人
」
（
出

家
、
釈
迦
）
に
つ
く
る
と
こ
ろ
、
鈴
木
木
は
「
上
世
人
」
　
（
大
昔
の
人
）
と
な

っ
て
い
る
。
仏
道
に
志
し
た
若
年
時
へ
の
回
想
と
い
う
内
容
上
、
前
者
が
ふ
さ

わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
両
系
統
問
の
異
同
字
句
の
う
ち
、
鈴
木
本
の
伝

え
る
も
の
は
、
良
寛
の
手
に
な
る
改
変
と
は
考
え
に
く
い
も
の
が
多
い
。
鈴
木

本
の
編
者
に
よ
る
誤
認
、
或
い
は
積
極
的
な
改
変
の
結
果
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る

異
同
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

逆
に
草
庵
本
の
ほ
う
が
現
存
自
筆
稿
本
と
異
な
る
場
合
も
二
割
弱
存
す
る
。

例
え
ば
、
庵
8
6
－
鈴
1
6
2
の
第
五
句
、
自
筆
諸
稿
本
・
鈴
木
本
が
「
一
弾
没
江
海
」

に
つ
く
る
と
こ
ろ
、
草
庵
木
の
み
「
没
（
す
ま
す
）
」
で
は
な
く
「
徹
（
と
お

る
」
）
と
す
る
。
こ
れ
は
草
庵
本
の
編
者
に
よ
る
底
本
の
誤
読
の
疑
い
が
あ
る
。

輩
庵
本
・
鈴
木
本
間
の
只
同
字
句
の
双
方
と
も
が
、
い
ず
れ
か
の
自
筆
稿
本

と
一
致
す
る
場
合
も
わ
ず
か
な
が
ら
存
す
る
。
例
え
ば
、
庵
3
7
－
鈴
2
の
第
二

十
五
句
、
草
庵
木
は
「
祭
首
打
大
詰
」
に
作
る
と
こ
ろ
を
鈴
木
本
は
「
架
頭
」

に
作
る
。
こ
の
箇
所
を
自
筆
稿
本
に
お
い
て
見
る
と
、
『
草
堂
詩
集
』
天
巻
は

「
楽
頭
」
、
同
じ
く
地
巻
は
「
棄
首
」
と
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
対
応

関
係
に
法
則
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
次
鈴
木
本
の
付
言
に
次
の
二
項
が
あ
る
。

一
詩
中
不
レ
可
二
一
定
義
。
如
下
一
枝
烏
藤
。
一
作
二
七
尺
烏
藤
l
。
追
走
盗
賊

撃
人
家
－
。
一
作
こ
盗
賊
排
由
百
有
余
乏
類
㌔
不
レ
可
枚
挙
臭
。
今
取
（
下
）
愚
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本

＊
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宙
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豊歯　　　　 苦 璧
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人

巻
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咋南少古
白山小悌
之有拗留
所梧筆数
是桐現法

自
白
馬
建
基

我
見
世
間
人

礫
凄
∈
種
後

可
怜
美
少
年

尋
思
少
年
日

宇
内
有
其
入

金
額
源
侠
子

心
水
何
澄
澄

我
見
講
径
人

孤
胡
摩
九
百

孤
峯
揖
宿
夜

静
夜
虚
窓
下

我
苦
学
節
度

五
月
清
江
窮

余
郷
有
兄
弟

丹
郎
雷
路
日

馬
倍
孤
松
立

封
書
君
不
語

1
5
匡
耐
刻
従
者

2
箱
慕
出
世
人
　
＊

5
一
弾
静
江
海

9
有
智
達
貫
流

‖
皆
愚
両
不
取

5
講
経
今
分
科

8
道
道
支
那
頸

川
因
之
永
禍
繹

0
（
無
題
）

4
馳
馬
垂
拐
中

6
若
者
杜
陵
花

6
畳
石
作
波
瀾

3
維
馬
垂
楊
下

8
売
披
紐
十
繹

l
我
見
誠
径
人

6
動
静
各
有
為

6
林
頭
現
氷
乾
　
＊

5
窓
白
月
始
出

3
如
此
経
歳
霜

5
岸
上
遺
治
子

l
余
那
有
兄
弟

7
来
週
三
十
年

0
（
無
題
）

0
（
無
題
）

2
不
語
爵
悠
哉

匡
耐
別
船
者

霜
墓
上
世
人

二
伸
掛
江
海

有
知
達
其
源

知
愚
両
不
取

講
史
今
分
科

邁
道
真
紐
坪

田
之
録
網
謬

寛
政
甲
子
夏

馳
馬
翠
拐
中

尊
者
杜
陽
花

帖
石
作
波
瀾

絵
馬
翠
楊
下

乗
披
十
凛
椙

嗟
見
講
窪
人

動
静
各
有
宜

林
頭
硯
水
乾

憲
白
月
初
出

如
此
径
星
霜

岸
上
辺
冶
大

此
地
有
兄
弟

来
週
二
十
年

茫
茫
囁

即
事
不
語
心
悠
裁

智智徴出征
者

三余瑚星姶水
郷王

八
巻
）
「
上
」

入
国
）
「
智
」

【
凡
例
〕

＊
…
備
考
欄
参
照
。
備
考
欄
の
喝
記
は
（
長
Y
＝
長
谷
川
本

入
国
）
…
国
会
本

（
以
上
鈴
木
本
伝
本
）

八
巻
Y
：
巷
町
本
＜
阿
）
…
阿
部
本
（
幸
）
…
幸
田
本
（
以

上
草
庵
本
伝
本
）
、
（
法
）
…
良
寛
自
筆
『
法
華
讃
』
　
（
吉
沢
平
次
氏
蔵
本
）

△
…
自
筆
謂
稿
本
に
当
該
詩
篇
な
し
。

自
筆
稿
本
の
書
名
は
上
か
ら
順
に
〓
草
笠
黛
）
貫
畢
』
、
興
善
寺
本
『
草
堂
巽
』
、
買
会
話
壷
」
入
超
・
天
雀
・
地
巻
。
自
筆
稿
本
欄
の
（
　
）
は
書
き
込
み

字
句
、
傍
緑
は
抹
消
符
号
。
×
…
句
そ
の
も
の
が
大
幅
に
異
な
り
、
対
応
す
る
字
句
が
な
い
。



所
レ
思
l
l
改
善
こ
於
此
U
者
㌔
録
之
不
三
必
専
従
二
稿
本
】
。
（
第
三
項
）

一
稿
本
中
有
二
両
字
並
書
未
レ
定
着
－
。
有
二
二
句
並
存
者
－
。
如
レ
此
之
類
。
必

断
以
一
急
見
一
。
而
挙
臭
一
－
。
以
下
刊
本
中
不
上
レ
可
二
並
存
－
也
。
他
日
禅
師

店
二
一
於
此
一
。
別
技
二
其
所
レ
定
之
字
句
－
。
日
下
英
字
某
句
当
上
レ
作
二
茶
々
】
。

以
挙
こ
諸
弟
弘
所
レ
撰
之
行
状
中
】
。
（
第
四
項
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
次
鈴
木
本
の
編
集
の
際
の
底
本
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、

「
底
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト
（
何
を
指
す
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
書
幅
等
を
指
す

か
）
を
も
採
用
し
、
必
ず
し
も
底
本
だ
け
に
は
拠
ら
な
い
。
」
「
底
本
に
お
い
て

別
案
が
並
記
さ
れ
て
い
る
場
合
の
字
句
の
選
択
は
編
者
の
判
断
に
よ
る
。
」
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
底
本
の
テ
キ
ス
ト
を
忠
実
に
再
現
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
主
隈
か
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鈴
木
本
の
伝

え
る
テ
キ
ス
ト
は
編
者
の
意
向
が
か
な
り
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
底
本
た

る
自
筆
稿
本
に
お
け
る
推
敲
結
果
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
も
の
と
は
い
え
な
い
可

能
性
が
高
い
。

一
方
、
草
庵
本
の
編
集
態
度
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
本
に
お
け
る
ご
と
き
手
が

か
り
が
今
の
と
こ
ろ
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
如
き
、
現
存

自
筆
稿
本
と
の
顕
著
な
一
致
は
、
鈴
木
本
に
比
し
て
草
庵
本
の
ほ
う
が
庶
本
に

よ
り
忠
実
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
一
つ
の
材
料
と
な
ろ
う
。

七
　
草
庵
太
・
鈴
木
本
に
対
す
る
貞
心
尼
ら
の
評
価

鈴
木
本
が
草
庵
本
に
比
べ
的
安
祝
さ
れ
て
い
る
現
状
は
先
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
両
者
に
対
し
て
の
、
良
寛
と
同
時
代
の
あ
た
り
の
評
価

は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

良
寛
遷
化
の
の
ち
、
貞
心
尼
か
ら
『
良
寛
道
人
遺
稿
』
の
編
者
蔵
雲
に
宛
て

へ
‖
）

た
次
の
如
き
二
通
の
書
簡
が
あ
る
。
一
部
を
引
用
す
る
。

（掲）

〈
詩
集
二
間
序
文
二
通
り
、
是
は
島
崎
へ
ん
澄
と
申
す
法
師
年
頃
禅
師
と
親
し

く
致
し
ゝ
人
に
て
此
度
開
板
の
事
に
つ
き
わ
ざ
ノ
＼
私
方
へ
持
参
致
さ
れ
供
ま

ゝ
差
上
げ
御
目
に
か
け
参
ら
せ
供
。
詩
は
同
じ
こ
と
に
候
へ
ど
所
々
文
じ
の
あ

や
ま
り
あ
る
を
、
学
者
の
改
め
直
し
た
り
と
の
事
に
供
。
序
文
も
俗
人
の
作
に

て
さ
の
み
取
る
べ
き
所
も
な
き
や
う
に
候
へ
ど
…
・
＝
〉

〈
先
年
禅
師
知
音
の
も
の
共
此
詩
を
銅
板
致
す
可
L
と
相
だ
ん
致
し
⊥
所
、
鈴

木
氏
も
其
仲
間
な
り
L
に
や
序
文
も
書
き
入
れ
む
と
い
ひ
た
り
L
に
人
々
う
け

あ
ほ
ず
其
事
や
み
た
り
と
の
話
、
そ
れ
ゆ
ゑ
逼
澄
子
綾
瀬
先
生
を
た
の
み
吾
き

て
も
ら
ひ
し
と
の
事
に
供
へ
共
、
是
と
て
も
あ
ま
り
よ
し
と
も
思
は
れ
ず
…
〉

前
の
書
簡
で
「
学
者
」
　
「
俗
人
」
と
い
さ
さ
か
敵
意
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い

る
の
が
鈴
木
木
の
編
者
鈴
木
氏
に
該
当
す
る
こ
と
は
、
あ
と
の
書
簡
と
読
み
校

べ
て
み
れ
ば
容
易
に
推
察
で
き
る
。

（15）

弘
化
四
年
的
斎
宛
蔵
雲
書
冊
に
よ
れ
ば
、
牧
江
姑
斉
か
ら
「
良
買
禅
師
詩
集
」

を
貸
与
さ
れ
た
蔵
雲
は
、
初
め
て
良
寛
の
真
髄
に
接
し
て
感
激
し
、
良
寛
の
詩

を
開
版
す
る
企
て
を
起
こ
し
た
。
の
ち
に
刊
行
さ
れ
た
『
良
冤
道
人
遺
稿
』
の

テ
キ
ス
ト
は
草
庵
本
に
極
め
て
近
く
（
従
っ
て
、
先
に
見
た
如
き
、
草
庵
本
・

鈴
木
本
間
の
異
同
字
句
の
大
部
分
に
つ
い
て
、
草
庵
本
と
『
遺
稿
』
と
が
一
致

す
る
）
、
し
か
も
所
収
作
品
の
排
列
も
、
草
庵
本
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
蔵
雲
が
底
本
と
し
た
の
は
、
草
庵
本
の
一
伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実

で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
婿
東
か
ら
借
り
た
「
良
寛
禅
師
詩
集
」
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

り

　

＿

蔵
雲
が
良
寛
詩
怨
を
開
版
す
る
に
際
し
て
、
貞
心
尼
は
、
遍
澄
に
託
さ
れ
た

詩
集
一
冊
を
蔵
雲
に
送
っ
た
。
「
詩
は
同
じ
こ
と
に
供
へ
ど
」
即
ち
、
「
お
送

り
す
る
詩
集
に
載
る
詩
は
、
あ
な
た
の
ご
ら
ん
に
な
っ
た
詩
集
（
草
庵
本
）
の

も
の
と
同
じ
で
す
が
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
と
き
送
ら
れ
た
詩
集
は
鈴
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（拍）

木
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
「
所
々
文
じ
の
あ
や
ま
り
あ
る

を
、
学
者
の
改
め
直
し
た
り
と
の
事
に
供
。
序
文
も
俗
人
の
作
に
て
さ
の
み
取

る
べ
き
所
も
な
き
や
う
に
供
へ
ど
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
貞
心
尼
ら
の

鈴
木
本
に
対
す
る
批
判
的
な
見
方
が
表
れ
て
い
よ
う
。

こ
れ
を
受
け
て
か
、
蔵
雲
も
『
良
男
遺
人
遺
稿
』
の
例
言
中
で
「
此
集
腎
令

°

　

°

　

°

　

°

某
氏
校
訂
之
。
改
斑
添
削
。
大
喪
本
某
。
今
皆
復
原
稿
。
不
改
一
字
。
（
傍
点

引
用
者
。
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
某
氏
」
が
鈴
木
氏
で
あ
り
、
「
原
稿
」
が
草

庵
本
の
一
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
い
。

貞
心
尼
や
遍
澄
、
蔵
雲
ら
の
鈴
木
本
に
対
す
る
批
判
は
、
僧
で
は
な
く
俗
人

の
手
に
よ
っ
て
良
寛
の
詩
が
扱
わ
れ
る
こ
と
へ
の
反
感
に
根
ざ
す
と
こ
ろ
が
小

さ
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
見
方
は
、
先
の
考
察

結
果
と
重
な
り
あ
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
専
ら
両
系
統
の
異
同
の
側
面
を
見
て
き
た
が
、
逆
に
い
え
ば
、

両
本
の
異
同
は
全
編
中
、
表
一
に
見
た
よ
う
な
箇
所
の
み
に
過
ぎ
な
い
と
も
い

え
る
。
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
良
寛
自
筆
稿
本
は
、
残
念
な
が
ら
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
流
布
本
が
二
稚
類
つ
く
ら
れ
、
し
か
も

そ
の
ひ
と
つ
が
も
う
ひ
と
つ
を
底
本
と
し
た
の
で
は
な
し
に
、
二
つ
と
も
が
そ

れ
ぞ
れ
に
（
恐
ら
く
同
一
の
）
自
筆
稿
本
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ
て
誠
に
幸
い
で
あ
っ
た
。
二
系
統
の
テ
キ
ス
ト

が
殆
ど
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
致
し
た
部
分
の
テ
キ

ス
ト
の
信
頼
性
の
高
さ
を
あ
る
程
度
保
証
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

お
　
あ
　
り
　
に

流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
二
系
統
の
流
布
本
、
草
庵
木
と
鈴
木
本
の
成

立
ち
と
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
従
来
そ
の
存
在
が
軽
視
さ
れ
て

き
た
草
庵
本
は
、
む
し
ろ
鈴
木
木
に
比
し
て
、
底
本
た
る
良
寛
自
筆
稿
本
の
テ

キ
ス
ト
を
、
よ
り
忠
実
に
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
両
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
相
補
さ
せ
る
こ
と
で
、
未
だ
所
在
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
底
本
の
テ
キ
ス
ト
の
復
元
は
あ
る
程
度
可
能
と
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
草
庵
本
の
編
集
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
を
多
々
残
し
て
い
る
。

な
お
、
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註

（
1
）
　
そ
の
他
に
、
新
潟
の
若
き
儒
者
、
巌
田
洲
尾
は
、
良
寛
詩
百
余
首

の
選
集
『
雲
山
余
韻
』
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
た
が
、
洲
尾
の
死
に

ょ
っ
て
、
実
現
し
な
か
っ
た
ら
し
い
由
、
第
一
次
鈴
木
本
の
付
言
に

見
え
る
。

（
2
）
　
「
良
寛
詩
集
系
統
序
論
（
中
）
－
雷
撃
系
テ
キ
ス
ト
・
流
布
本
系

テ
キ
ス
ト
と
『
草
堂
詩
集
』
と
の
関
係
－
」
（
『
国
文
学
致
』
一
二
九

号
　
平
成
三
年
三
月
）

（
3
）
　
東
郷
豊
治
編
著
『
良
寛
全
集
　
下
』
　
（
昭
和
三
十
四
年
）
解
説
十

一
頁

（
4
）
　
鈴
木
本
は
従
本
「
文
台
本
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
確
か
に
鈴
木
文

台
の
働
き
は
こ
の
詩
集
の
完
成
に
大
き
く
与
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

編
集
に
着
手
し
た
の
は
文
台
の
兄
桐
軒
で
あ
り
、
ま
た
、
伝
本
に
は

「
順
亭
（
桐
軒
の
息
）
校
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
文

台
の
名
の
み
を
冠
す
る
の
は
適
切
で
な
い
と
考
え
、
三
者
に
共
通
の

姓
を
も
っ
て
、
伝
本
の
総
称
と
し
た
。
一
方
、
草
庵
本
に
つ
い
て
も
、

鈴
木
木
と
同
様
に
編
者
の
名
を
も
っ
て
呼
称
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
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の
詩
集
の
編
者
や
編
集
の
経
過
に
関
し
て
は
殆
ど
未
詳
で
あ
る
。
従

っ
て
、
不
統
一
で
は
あ
る
が
、
従
来
か
ら
一
系
統
の
写
本
名
と
し
て

著
名
な
「
草
庵
集
」
の
名
に
依
っ
て
呼
称
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
5
）
　
相
馬
御
風
『
良
寛
百
考
』
　
（
昭
和
十
年
）
に
『
国
上
沙
門
良
寛
詠

歌
草
庵
集
』
な
る
和
歌
集
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
こ
の
本
は
『
文
政
五
壬
午
孟
春
写
良
寛
作
詩
』
と
題
す
る
一
本
と

共
に
、
も
と
小
池
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
。
『
国
書
総
目

録
』
に
も
同
書
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
が
、
「
（
国
上
沙
門
）
良
寛

詠
歌
」
「
（
類
）
和
歌
」
で
立
項
し
た
う
え
で
、
「
草
庵
集
と
合
一
冊
」

と
記
述
し
、
『
草
庵
集
』
を
別
本
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
和
歌
集
の

ほ
う
は
現
在
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
の
表
紙
に

は
、
「
国
上
沙
門
良
軍
詠
歌
／
　
草
　
庵
　
集
　
」
の
如
く
、
表
紙

左
肩
に
二
行
に
分
け
て
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
杭

山
英
氏
は
「
「
国
上
沙
門
良
軍
詠
歌
」
が
こ
の
本
の
標
題
で
、
一
諸
に

あ
っ
た
苦
の
詩
集
が
「
草
庵
集
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
る
」
（
『
未
刊
良
寛
歌
集
五
種
』
昭
和
五
十
五
年
　
解
説
五
頁
）

と
さ
れ
る
。

（
6
）
　
草
庵
本
諸
伝
本
を
校
合
し
て
み
る
と
、
巻
町
本
の
み
に
認
め
ら
れ

る
異
同
も
若
干
存
し
、
巻
町
本
が
必
ず
し
も
現
存
諸
伝
本
の
祖
木
そ

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
7
）
　
東
郷
豊
治
氏
は
、
草
庵
集
の
編
者
を
、
晩
年
の
良
寛
の
法
弟
で
あ
っ

た
遍
澄
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
（
『
良
寛
全
集
　
下
』
解
説
十
四
頁

～
）
。
だ
が
、
草
庵
本
は
文
化
十
二
年
春
に
は
成
立
し
て
お
り
、
こ
の

年
、
遍
泣
（
幼
名
は
市
内
と
い
わ
れ
る
）
は
十
五
歳
。
彼
が
良
寛
を

五
合
庵
に
訪
ね
、
剃
髪
し
て
遍
澄
と
名
乗
る
の
は
翌
文
化
十
三
年
の

事
で
あ
る
。

（
8
）
　
東
郷
編
著
『
良
寛
全
集
　
上
』
　
「
補
遺
」
に
は
、
『
草
庵
集
』
を

「
典
拠
」
と
す
る
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
う
ち
、

東
郷
氏
晦
日
の
二
本
の
「
草
庵
集
」
の
う
ち
の
『
良
寛
法
師
草
庵

集
』
＜
糸
魚
川
本
＞
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
一
首
の
み
で
あ
り
、

ほ
か
は
も
う
一
本
の
「
草
庵
集
」
の
伝
本
で
あ
る
『
良
寛
師
草
庵
集
』

＜
関
西
某
氏
蔵
本
＞
所
収
の
も
の
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
幅

な
増
補
を
施
し
て
い
る
『
良
寛
上
人
詩
集
』
＜
幸
田
本
＞
に
は
、
右

の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
を
増
補
の
部
分
に
収
め
て
い
る
。
従
っ
て
『
良

寛
師
草
庵
集
』
は
『
良
寛
上
人
詩
集
』
と
殆
ど
内
容
を
同
じ
く
す
る

増
補
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
9
）
　
良
寛
自
筆
稿
本
の
作
品
排
列
は
内
容
本
位
の
も
の
で
あ
る
。
詳
し

く
は
別
稿
で
述
べ
た
い
。

（
1
0
）
　
伝
本
中
、
「
草
堂
集
」
の
題
下
に
「
又
名
草
庵
集
」
と
注
記
す
る

も
の
が
あ
る
が
、
「
草
庵
集
」
と
題
し
た
鈴
木
本
の
伝
本
、
或
い
は

良
寛
自
筆
稿
本
は
伝
存
し
て
い
な
い
。

（
1
1
）
　
鈴
木
宗
久
氏
は
鈴
木
桐
軒
の
孫
に
当
た
る
。

（
1
2
）
　
「
長
谷
川
氏
」
は
、
鈴
木
文
台
「
杖
良
寛
上
人
書
後
」
文
中
に
見

え
る
「
長
谷
川
」
と
同
一
か
、
関
係
の
あ
る
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。

鈴
木
宗
久
木
、
長
谷
川
氏
蔵
本
と
も
、
編
者
に
極
め
て
近
い
人
の
手

に
な
る
、
重
要
な
伝
本
と
い
え
る
。

（
1
3
）
　
鈴
木
宗
久
本
を
翻
刻
し
た
西
郡
『
全
伝
』
の
校
誌
の
多
く
が
国
会

本
の
併
記
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
鈴
木
宗
久
木
に
も
国
会
本
と
同

様
の
併
記
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
1
4
）
　
大
島
花
束
『
良
寛
全
集
』
　
（
昭
和
三
十
三
年
）
七
三
四
頁
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（
1
5
）
　
相
馬
御
風
『
良
寛
百
考
』
　
〓
ハ
四
頁

（
1
6
）
　
蔵
雲
が
草
庵
本
を
底
水
と
し
な
が
ら
、
鈴
木
木
を
も
参
照
し
て
い

る
こ
と
は
、
鈴
木
本
の
み
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
篇
数
首
（
「
贈
鈴

木
隆
造
」
な
ど
）
が
『
良
寛
遺
人
遺
稿
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。

付
記
　
諸
伝
本
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
秀
英
先
生
、
谷
川
敏
朗
先
生
、

糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
田
村
晴
久
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
に
御
高
配
、
御
助
言
を
賜
っ
た
。
ま
た
成
稿
に
際
し
て
は
、
米

谷
巌
先
生
に
懇
切
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
甚
深
の
謝

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

－
広
島
大
学
文
学
部
助
手
－

＜
会
員
近
著
紹
介
＞

『
万
葉
研
究
史
の
周
辺
』
　
　
　
　
　
　
　
　
河
　
野
　
頂
　
人
著

『
万
葉
学
研
究
・
近
世
』
　
（
昭
和
四
四
）
、
『
上
代
文
学
研
究
史
の
研
究
』

（
昭
和
五
二
）
　
に
続
く
論
集
。
「
大
津
皇
子
と
草
壁
皇
子
　
－
　
巻
二
の
一
一
〇

番
歌
の
排
列
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
あ
づ
ま
を
み
な
と
た
な
は
た
つ
め
　
ー
　
『
万
葉

集
』
巻
四
に
み
る
二
つ
の
恋
の
対
応
」
　
「
人
見
ず
は
わ
が
袖
も
ち
て
隠
さ
む
を

1
万
葉
集
巻
三
の
二
六
九
番
歌
の
解
釈
」
「
『
春
雨
に
衣
は
』
か
ら
『
春
雨
の

心
は
』
へ
　
ー
　
万
葉
集
巻
十
の
一
九
一
七
番
歌
に
み
る
異
伝
発
生
の
あ
る
場

合
」
「
賀
茂
頁
淵
と
記
紀
の
歌
謡
」
「
万
葉
集
の
歌
の
排
列
と
『
万
葉
考
』
　
－

注
釈
の
基
盤
に
あ
る
も
の
」
「
『
国
ぶ
り
』
の
歌
か
ら
『
官
ぶ
り
』
の
歌
へ
1

『
万
葉
考
』
に
み
る
注
釈
の
一
方
法
」
「
『
万
葉
集
大
考
』
に
み
る
万
葉
集
の
時
一

代
区
分
」
「
七
里
政
史
書
入
本
万
葉
集
の
宜
長
説
に
つ
い
て
ー
巻
四
に
見
る
　
1
3

朱
の
書
人
の
周
辺
」
。
勤
務
先
の
「
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
」
発
表
論
文
は
一

か
を
中
心
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
。

（
A
5
版
二
二
八
頁
。
平
成
四
年
三
月
、
和
泉
書
院
刊
、
定
価
七
二
一
〇
円
）
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